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言語障害を伴うダウン症者への PECS を用いた
コミュニケーション指導に関する研究

　重度知的障害と言語障害を伴うダウン症の成人女性に対し，PECS によるコミュニケーション指
導を行った．指導前は即時性のエコラリアと単語 3 語の表出が確認されるだけだったが，指導開始
後，早期から構音の改善や語彙の増加，二語文の表出，ジェスチャーと言葉を組み合わせた使用が
出現し，自発的要求行動の回数も増加した．年齢に関係なく，特に文字－音対応関係が理解できて
いる場合，ダウン症児（者）の言語習得や意思伝達支援の方法として PECS の活用の可能性が示唆
された．また，教育現場で行われていた視覚支援が家庭に反映されていなかったことから，教育現
場と家庭の連携や卒業後の本人・家族支援の在り方に課題があることが示唆された．

キーワード：ダウン症　成人　重度知的障害　PECS　言語障害

１．はじめに
　知的障害のある児童は言語発達に遅れがある
ため，他者とのコミュニケーションに困難を要
することが多い．自分の意思の言語化および伝
達の場面において，失敗経験からコミュニケー
ションへの意欲や自信を失っているケースや，
誤った表現の仕方が問題行動として表れている
場合が少なくない１∼４）．
　このようなコミュニケーションに困難を有す
る知的障害者は，成人後の日常生活や社会生活
を円滑にするためにも，早い段階から教育現場
や家庭で，自分に合ったコミュニケーション手
段を獲得しておくことが望ましい．知的障害者
に対するコミュニケーション支援として，マカ
トン法といったサイン言語，絵カードなどが
よく知られている 1，5）．マカトンでは話し手に
ある程度の手先の器用さや知識を要する他，話
し手の手の動きに受け手側が注目する必要があ
る．また，絵カードでは使用による劣化や持ち
歩くカードの内容や枚数の限界があるといった
課題がある１）．近年はタブレットや音声ペンと

いったＩＣＴ機器とそれに関連する様々なアプ
リが開発されているが，ICT 機器では機器や
アプリの費用面の問題，使用者の手技の修得，
使用場所の限定，目的外使用の問題といった課
題がある．
　ダウン症は知的障害を伴うが，その言語発達
の特徴として，他の知的障害と比較して，特に
聴覚的短期記憶が弱く，それによる影響が指摘
されている．認知能力では，非言語性より言語
性，言語理解より言語表出の低さ，不明瞭な発
音，抑揚のない話し方，不完全語の使用が指摘
されている４）．また，具体的な内容は聞いて理
解できていてもいざ話すとなるとその言葉を忘
れてしまうなども見られる４）．ダウン症者のコ
ミュニケーション支援に関する先行研究５）で
も，言語発達を強化するためには，聴覚よりも
視覚的に言語情報を入力する方法が望ましいと
いわれている．
　絵カード交換式コミュニケーションシステム

（Picture Exchange Communication System： 
以下PECS）６）は，1985年にBondyとFrostによって 
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乳）」，「コーイー（コーヒー）」などが食後の場
面で発音不明瞭ではあるが見られていた．平仮
名は読め，日常的に使用する短い単語であれば
4 音までならひらがなを読んでその意味を理解
できた．ただし，「たいかい（大会）」「だんす
のたいかい（ダンスの大会）」「りょこう（旅行）」
といった日常生活で使用しない 4 音以上の単語
は，声に出して読むことはできてもその意味を
理解していないことが多かった．簡単な形の模
写は可能であるが，自分の名前以外は本人の発
音どおりにしか文字を書くことができず，正し
い単語を一人で書くことは難しい．
　A さんのコミュニケーションの特徴として，
他者への働きかけを自発的に行うことは少な
く，人に対する要求や援助要請が苦手であった．
基本的に自分でできることは一人で行ってしま
い，人に対して要求しない傾向があった．家庭
では，どうしても一人でできないことなどは主
に母親に働きかけて要求していた．その際には，
母親の肩をたたいで注意喚起し，欲しい物があ
る場所を指さしして伝えていた．トイレに行き
たい時は下腹部を両手で押さえるなど，要求内
容が物でなく行動などである場合は，言葉では
なくジェスチャーで自分のしたい内容を表現し
ていた．自分の要求が相手に上手く伝わらない
時や困った場面では，行動が停止し固まる姿が
しばしばみられた．また，家人が忙しくしてい
る時には，A さんは要求行動を起こさず我慢
する傾向にあった．母親が A さんに対し「窓
を開けてくれる？」と初めての指示をした際に
はできないが，フレーズと組み合わせて何度も
窓を開ける様子を繰り返し目の前でモデルを提
示し回数を重ねると，声掛けで窓を開けること
ができるようになるなど，初めての指示は言葉
だけでは理解することはできないが，何度か言
葉と指示内容をモデルで提示することを繰り返
すことで，声かけだけで行動できるようになる
とのことであった．しかし，視覚的な手がかり
がない場合は，取り組む姿勢が消極的となる傾
向にあった．日常生活での活動の流れは，パター
ンで理解していることが多く，定着したルー
ティンは自立的に行うことができる．一方で，

自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder 
：以下 ASD）や他のコミュニケーションに障
害を持つ人たちを対象に開発されたコミュニ
ケーション支援システムである．PECS では，
応用行動分析に基づき 6 段階（フェイズⅠ～Ⅵ）
に分けて使用者の機能的で自発的なコミュニ
ケーション行動の獲得を目指す．前述のマカト
ン法などと違い，PECS では，使用者の特別な
知識を必要としないだけでなく，要求される物
事がより明確かつ具体的でわかりやすいため，
幅広い場所や人とのコミュニケ－ションに活用
可能である．また，比較的短期間で効果的に学
習でき，話し手となる障害児（者）の負担が少
ないのも特徴の一つである．
　PECS を用いた ASD 児や言語発達遅滞を伴
う知的障害児を対象にした研究 3），7 ∼ 14）では，
音声言語，非音声および言語コミュニケーショ
ン行動の増加や拡大に加え，問題行動の減少が
報告されている．しかし，その対象の多くは就
学前児童から高校生といった未成年者が多く，
成人を対象とした報告は少ない．
　今回，著者はコミュニケーションに課題のあ
るダウン症者に対し，PECS を試み音声言語や
非言語コミュニケーションの増加・拡大の効果
についての検証を行ったので報告を行う．

２．実践の概要
1）対象者
　対象者はダウン症の 24 歳女性，A さん．Ａ
さんは，母親からの聞き取りでは発達指数は
20 で，療育手帳 A を所持しており重度の知的
障害と構音障害を認めている．研究開始当時は
特別支援学校高等部を卒業し，作業所に通所し
ていた．
　表 1 に家人からの聞き取りと実際の行動観察
による評価を示す．A さんは発音が不明瞭で，
表出は「メガネ」「ママ」「パパ」の３語の単語，
抽象的な言葉の理解はできなかった．日常生活
でのルーティン的な内容，例えば「お腹すい
た ?」「終わった ?」，については，「はい / いいえ」
形式の質問に対して答えることが可能であっ
た．即時性エコラリアとして「ニュウニュウ（牛
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に先立ち，著者らと A さんの母親は，PECS2
デイワークショップを受講し，PECS 実施の認
定を受けた．

4）PECS 実施にむけての準備とその内容
　PECS 実施の際に好子の選定が必要であり，
家人からの情報をもとに A さんの好物である
コーヒーを含む，普段から要求行動の対象と
なっている物から７つのアイテム（コーヒー，
薬入れ，眼鏡，塗り薬，歯ブラシ，ピン止め，
みかん）を選定した．この７つの好子に対して，
その写真と文字が書いてあるカード（以下，絵
カード），文カード，「ください」・「してくださ
い」カード，コミュニケーションボード，コミュ
ニケーションブック（小），記録用紙を準備し
た．その上で，PECS トレーニングマニュアル

（第 2 版）に沿ってフェイズⅠからⅣまで実施
し，その結果を記録用紙に記録した．

5）評価方法
　PECS 実施中の A さんの表出，要求などの
コミュニケーション行動について記録を取り，

パターンが崩れるのは嫌がる傾向がみられた．
　生活習慣として，食後にコーヒーを飲む習慣
があり，自ら冷蔵庫に行きコーヒーを取り出し
自分でコップに入れる．その際には，みかんを
一緒に食べたがることが多く，後述する好子に
コーヒーとみかんを加えている．

2）実施期間と場所
　本研究の実施期間は，X 年 9 月上旬から同年
11 月中旬であり，Ａさんの自宅で，食事前後
の服薬と朝の着替え後のルーティンを行う場面
を利用して指導を行った．指導時間は 1 回約 3
～ 5 分であり，週 5 ～ 6 回実施した．

3）実施者
　PECS の導入にあたっては，第三者による手
助け（プロンプト）のもと指導を行う（2 人制
プロンプト）ため，2 人以上が必要である．本
研究は A さんの日常場面で行うため，保護者
の協力および参加が必要であり，実施は，著者
と A さんの家庭での主な要求をする際の対象
者となっていた母親による複数で行った．実施
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⽣活習慣として，⾷後にコーヒーを飲む習慣
があり，その際には，⾃ら冷蔵庫に⾏きコーヒ
ーを取り出し⾃分でコップに⼊れる，みかんを
⼀緒に⾷べたがることが多く，後述する好⼦に
コーヒーとみかんを加えている．

2）実施期間と場所
本研究の実施期間は，X 年 9 ⽉上旬から同年

11 ⽉中旬であり，Ａさんの⾃宅で，⾷事前後の
服薬と朝の着替え後のルーティンを⾏う場⾯を
利⽤して指導を⾏った．指導時間は 1 回約 3~5
分であり，週 5~6 回実施した．

表 1 PECS 指 導 開 始 前 の A さ ん の 特 徴

表 現  理 解  

⾔

語  

・ 単 語
「 メ ガ ネ 」 「 マ マ 」 「 パ パ 」

・ 発 ⾳ 不 明 瞭
「 ニ ュ ウ ニ ュ ウ (⽜ 乳 )」
「 コ ー イ ー （ コ ー ヒ ー ） 」

・ 「 座 っ て 」 な ど 簡 単 な 指 ⽰ は 理 解 で き る
・ 物 の 名 前 は 理 解 で き る
・ ⾯ 前 の 内 容 （ 「 お 腹 空 い た ？ 」 「 終 わ っ た ？ 」 ） に つ い て は

「 は い /い い え 」 形 式 の 質 問 に 答 え ら れ る
・ ⽇ 常 会 話 は 理 解 で き る
・ 初 め て の 指 ⽰ は ⾔ 葉 だ け で は で き な い が ， 何 度 も 経 験 す れ ば ⾔

葉 か け だ け で ⾏ 動 で き る
・ 慣 ⽤ 句 ・ ⽪ ⾁ ・ 冗 談 ・ ⾔ 葉 の 裏 に あ る 事 柄 の 理 解 が 難 し い

⾮

⾔

語  

・ ジ ェ ス チ ャ ー  （ ト イ レ な ど ）
・ 拒 否 は 直 接 ⾏ 動
・ 要 求 ・ 共 感 時 に 合 視 が あ る

・ 指 さ し し た ⽅ を み る
・ ⾃ 分 の 名 前 な ど の ⽂ 字 が い く つ か 書 け る （ 模 写 と は 違 う ）

特

徴  

・ 即 時 性 ・ 遅 延 性 の エ コ ラ リ ア が あ る
・ 独 語 が あ る
・ ⾔ い 間 違 い ， 使 い 間 違 い が あ る
・ 主 体 転 倒 （ 「 た だ い ま 」 と 「 お か え り 」 が 逆 に な る こ と 等 ） が あ る
・ パ タ ー ン 的 な や り と り を 求 め ，  パ タ ー ン が 決 ま っ て い る と ⾃ 発 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き る
・ ⾃ 分 か ら 挨 拶 は で き な い が ， 相 ⼿ か ら ⾔ わ れ る と で き る
・ ⾃ 発 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 相 ⼿ は 主 に ⺟ 親

ス

キ

ル  

・ 平 仮 名 が 読 め る
・ ⽂ 字 は 模 写 が 可 能 だ が ， お ⼿ 本 が な い と 書 け な い
・ ⽇ 常 的 に 使 う 語 で あ れ ば ， 4 語 ま で の 短 い 単 語 は 平 仮 名 を 読 ん で ， 意 味 を 理 解 で き る ．

（ 例 「 え ん ぴ つ 」 ）
・ ⽇ 常 で 使 ⽤ し な い 4 ⽂ 字 以 上 の 単 語 は 平 仮 名 で 読 め る が ， 意 味 理 解 は 不 可

3）実施者
PECS の導⼊にあたっては，第三者による⼿

助け（プロンプト）のもと指導を⾏う（2 ⼈制
プロンプト）ため，2 ⼈以上が必要である．本
研究は A さんの⽇常場⾯で⾏うため，保護者の
協⼒および参加が必要であり，実施は，筆者と
A さんの家庭での主な要求をする際の対象者と
なっていた⺟親による複数で⾏った．実施に先
⽴ち，著者らと A さんの⺟親は，PECS2 デイワ
ークショップを受講し，PECS 実施の認定を受
けた．
4）PECS 実施にむけての準備とその内容
PECS 実施の際に好⼦の選定が必要であり，

家⼈からの情報をもとに Aさんの好物であるコ
ーヒー，普段から要求⾏動の対象となっている
物から７つのアイテム（コーヒー，薬⼊れ，眼

鏡，塗り薬，⻭ブラシ，ピン⽌め，みかん）を
選定した．この７つの好⼦に対して，その写真
と⽂字が書いてあるカード(以下，絵カード)，
⽂カード，「ください」・「してください」カード，
コミュニケーションボード，コミュニケーショ
ンブック（⼩），記録⽤紙を準備した．その上で，
PECS トレーニングマニュアル(第 2 版)に沿っ
てフェイズⅠからⅣまで実施し，その結果を記
録⽤紙に記録した．
５）評価⽅法
PECS 実施中の A さんの表出，要求などのコ

ミュニケーション⾏動について記録を取り，実
施前からの変化について評価を⾏った．
６）倫理的配慮
研究に先⽴ち，保護者に⼝頭にて研究の⽬的

や⽅法などについて説明を⾏い，その上で協⼒

表 1　PECS 指導開始前の A さんの特徴
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あるコミュニケーションブックから欲しい絵
カードを複数カードの中から探して手に取る
ことはできたものの，5 試行までは CP のとこ
ろまで移動して絵カードを渡すのに全面的身
体プロンプトを必要とした．6 試行目からト
レーナーとの距離を 1m から 50cm に変更して
再試行したところ，7 試行目で，絵カードを取っ
て自らトレーナーのところまで移動して手渡
す行動ができるようになった．9 試行目から A
さんとコミュニケーションブックの距離を 15
㎝に離しても，コミュニケーションブックか
らカードを手に取ることができた．8 試行目で
はコミュニケーションブックからカードを選
択した後，近くにいた A さんの父親に絵カー
ドを渡さないまま「オクスリ」と話しかける
姿が観察された。この時父親が反応しなかっ
たため，近くにいた著者に「コレ」と声をか
けたので，ここで身体プロンプトを必要とし
た．10，11 試行目では，朝の準備で母親が他
に用事をしており，その間は，これまで出来
ていた‘絵カードを手に持って CP のところま
で移動して渡す’をせず，カードを手に持っ
たまま母親の用事が終わってそばに来るのを
じっと待っている様子が見られた．12 試行目
からコミュニケーションブックを A 子の視界
に入るようにしたところ CP のところに行っ
て絵カードを手渡すことができるようになり，
CP との距離も 50㎝から徐々に伸ばしていき，
9 日目に CP，コミュニケーションブックとの
距離がそれぞれ A さんから 1.5m，60㎝で成功
した．CP との距離を 3m で行った 10 日目の
23 試行目でプロンプトを要したが，フェイズ
Ⅲも 3 試行目まで順調に進んでいたため，こ
こでいったんフェイズⅡを終了とした．
　表出では，12 試行目から，A さんは絵カー
ドを渡して要求した物がもらえた後に，「アリ
ガトウゴザイマス」と話すようになった．さら
に，フェイズⅡ開始後 9 日目に，絵カードにな
い牛乳を「ニュウニュウ（牛乳）　クダサイ」
と二語文で声に出して要求するようになった．
この時点で A さんが，牛乳の実物と「ニュウ
ニュウ」が一致していることが明らかになった．

実施前からの変化について評価を行った．

６）倫理的配慮
　研究に先立ち，A さんと保護者に口頭にて研
究の目的や方法などについて説明を行い，その
上で協力についても同意を得た．研究内容の説
明の際には，随時，辞退は可能であること，遂
行内容によって A さん及び家族に不利益を受
けないことを伝え，研究結果を発表することに
ついても同意を得たうえで本研究を実施した．

３．結果
１）フェイズⅠ－Ⅳ（図 1）
①フェイズⅠ（4日間 7試行）
　標的行動を A さんが欲しい物の絵カードを
自分で手に取り母親に手渡すこととした．はじ
めに，A さんとコミュニケーションパートナー

（以下 CP）が机を挟んで向かい合って座り，身
体プロンプターとして A さんの背後に位置し
た．CP は母親，身体プロンプターは著者が行っ
た．
　フェイズⅠでは，好子にピン止めと薬入れ
を用いて行った．4 試行目から，プロンプトな
しで絵カードを CP に A さんは自分から手渡
すことができるようになり，絵カードを CP に
手渡すと絵カードに書いてある物がもらえると
いうことは理解した様子であった．自分から絵
カードを手に取ることは，４試行目まではプロ
ンプトを必要とした．５試行目で，自ら欲しい
絵カードに手を伸ばしマジックテープを剥がそ
うとして途中で諦めてしまう様子が観察された
が，6 試行目から，自分でカードを取り CP に
手渡すことができるようになった．フェイズⅠ
は 4 日間，7 試行で終了した．
②フェイズⅡ（10日間 23試行）
　このフェイズでは，標的行動を①自分のコ
ミュニケーション・ボードまで移動する，②
絵カードを手に取る，③ CP のところまで移
動する，④ CP の注意を引く，⑤ CP の手の中
に絵カードをいれることとした．フェイズⅡ
は１0 日間で計 23 試行した．CP との距離を
1m 離して開始した．A さんは自分で目の前に
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トなしで成功し，フェイズⅢ B は５日間，５
試行で終了した．
　表出に関しては，この頃には，絵カードにな
い物や内容について本人が言葉で表出して要求
する種類（「シアゲ（歯磨きの場面）」「メガネ
フイテ」）や回数が増えるようになった．滑舌
の悪さから，全ての言葉を聞き取ることは難し
いものの，A さんが自信を持って家人に積極
的に話そうとする姿が度々見られるようになっ
た．
⑤フェイズⅣ（7日間 10試行）
　このフェイズでは，標的行動を①コミュニ
ケーション・ブックの所に移動する，②欲しい
物の絵カードを取る，③それを文カードに貼る，
④「ください」絵カードを取り，⑤それを文カー
ドに貼る，⑥文カード CP に手渡すこととした．
　4 試行目で絵カードと「ください」カードを
手に取ることはできるようになったが，文カー
ドに並べて貼らずに，両手に 2 枚の絵カードを
持ったまま CP の所に行こうとし，身体プロン

③フェイズⅢA（2日間 3試行）
　このフェイズでは，標的行動をとても好きな
絵カードと無関係な絵カードとの弁別を行っ
た．PECS を開始してから，A さんはコミュニ
ケーションブックの中に用意してある絵カード
を見ている姿がしばしば観察されており．カー
ドの弁別，トレーナーへの絵カードの手渡しは
第 1 試行からプロンプトなしでクリアした．
　表出については，この頃から，A さんは「ピ
ンヲ　トメテクダサイ」「アリガトウゴザイマ
ス」などを，絵カードありの状態ではあるがはっ
きりと聞き取れる発音で話すようになった．ま
た，3 試行目には A さんは写真とその絵カー
ドに書いてある平仮名を声に出して読んでから
CP に渡し，さらに「オネガイシマス」を付け
加えて話すようになった．
④フェイズⅢ B（5日間 5試行）
　このフェイズでは，標的行動を強化子アイ
テムの絵カード 2 枚の弁別を行った．フェイ
ズⅢ A に続き，同じく第 1 試行からプロンプ

図１　PECS 開始後の経過

―5― 
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位 置 を プ ロ ン プ ト で 修 正 を ⾏ っ た と こ ろ ， 9 試
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A さんは欲しい物が 2 つある場合に，その絵
カードを 2 つ選び，左から『○○』『××』『く
ださい』と一列に並べた文カードを，母親に渡
すようになった．また，A さんは食後にいつ
もコーヒーを飲む習慣とみかんを欲しがること
が多かったが，この頃からこの２つの絵カード
を，食事の時に座る場所の側に食事前にあらか
じめ準備するようになった．また，Aさんはフェ
イズⅣの「ください」カードを使用するように
なってから，はっきりと「○○クダサイ」「○
○シテクダサイ」と発音して話すようになった．
フェイズⅣは 7 日間で 10 試行行い，本研究は
この時点で一旦終了とした．

プトを必要とした．7 試行目から文カードに絵
カードを 2 枚並べて貼るようになったが，絵
カードと「ください」カードを左右逆に貼って
しまい文カード上『ください』『○〇』となる
ため，修正のためのプロンプトを要した．8 試
行目も同様の行動が見られたがその際に「○○」

「ク・ダ・サ・イ」と平仮名で書かれた文字を
みながら声に出して読んでいた．しかし，「ク
ダサイ○○」にはならず，読み上げた後にカー
ドの貼る位置をプロンプトで修正を行ったとこ
ろ，9 試行目からは絵カードの右側に「くださ
い」カードと正しい順番で文カードに配置し，
カードに書かれた文字を見ながら「○○　クダ
サイ」と声にだして読むようになった．さらに，

表２　PECS 指導開始前後での要求時に見られるコミュニケーション行動の変化
 

表２ PECS 指導開始前後での要求時に見られるコミュニケーション行動の変化 

  時了終SCEP 前始開導指SCEP

・指指し 
・ジェスチャー 
例 歯磨きの場面：指で歯ブラシ
を動かす動きをして示す 

・ジェスチャー（言葉と併用して使用） 
 例　 歯磨き：指で歯ブラシを動かす動きと

「ハミガキ」 
・相手と目を合わす 

・単語 
「メガネ」「ママ」「パパ」 

・即時性エコラリア・発音不明瞭  
  「ニュウニュウ(牛乳)」 
  「コーイー（コーヒー）」 

・二語文 「○○クダサイ（シテクダサイ）」 

例 「コーヒー クダサイ」「オミズ オカワリ」
 

「ピンヲ トメテクダサイ」「メガネ フイテ」 
・要求行動後に「アリガトウゴザイマス」「ヨロシク
オネガイシマス」 

・発音の改善  

・要求行動後は周囲の反応に係らず
無言 

・要求が理解されない場合は固まる 
・自信がない・受け身・指示待ち 

・大きな声でハキハキと話す 
・自発的要求行動が増加 

 妹・親父・親母・ 妹に時，親母に主・ 者象対
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める 
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Ⅱ 
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マス」と話す 
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への PECS の有効性に関しては，これらの実践
報告以外に，43 名の就学前の自閉症児に対し
PECS 指導の有無によるアイコンタクトなど初
期社会コミュニケーション行動について比較検
討した Nagai らの研究 13）により，その効果が
実証されている．表出言語が急増する時期に関
しては，フェイズⅢあるいはフェイズⅣが多い
とされているが 14）15），本研究では，それより
も早い時期に当たるフェイズⅡから変化が認め
られ，この違いは ADS とダウン症の障害や認
知特性にあるのではないかと推察する．若杉ら
14）は，PECS 指導後に発語が急増する理由とし
てターゲット行動の違いに着目し，フェイズⅡ
までは他者に対してのコミュニケーション行動
がターゲット行動であるのに対し，フェイズⅢ
以降は絵カードへの注目やジェスチャー行動で
あり，さらにそこに音声情報のインプットが同
時に行われることにあるのではないかと考察し
ている．
　ASD はその障害特性としてコミュニケー
ション障害や相互関係での障害を伴い，人へ意
識を向けることが健常者よりも弱いという特徴
がある．そのため，PECS の最初のフェイズで
は，まず人を意識すること，つまり人に対して
コミュニケーション行動を起こすことから始め
る必要がある．
　一方，ダウン症児の場合，相互関係的機能，
情報的機能をはじめとする言語機能の発達は，
健常者と比べて，かなり遅れはするもの同様の
過程をとることが知られている 17）．また，伝
達意図の発達は，語彙や構文の遅れ程ではなく，
その後の会話能力の発達に必要な基礎は形成
されており 17），18），二語文の発達段階にある知
的発達症児の意図的なコミュニケーション行動
の多様な使用は，定型発達児と変わらない 16）．
したがって，二語段階以上の発達年齢にあるダ
ウン症児（者）には，コミュニケーションの基
本である，人を意識することや人に伝えたい思
いがある可能性が高い．このような発達段階に
あるダウン症児（者）に対して PECS を開始
した場合，対人社会性に課題を持つ ASD 児を
対象とする場合よりも早期から言語表出がみら

２）家族の感想
　PECS 実施前には外出時にジェスチャーによ
るトイレの要求は格好が悪いので絵カードで伝
えて欲しい，また，どのような状況でも積極的
に発信して欲しいという家族の思いがあった．
しかし，A さんはすでに成人していたことから，
本人の要求行動の改善はないだろうと諦めてい
た．
　フェイズⅣを終えて，Ａさんが特別支援学校
在籍中に学校で絵カードはすでに使用されてい
たが，絵カードを使うと発語が妨げられるので
はないかと疑問に感じ，家庭ではこれまで使用
してこなかったことを後悔している．PECS を
はじめコミュニケーション支援方法に関する情
報を知る機会がこれまでなかったが，今回のＡ
さんの変化を受け，もっと早くこのようなコ
ミュニケーション支援の方法やツールを知りた
かった．家族はこのように述べている．

３）コミュニケーション行動の変化 （表 2・3）
　PECS 開始前後，各フェイズで確認された A
さんの表出言語およびコミュニケーション行動
の変化についてまとめたものをそれぞれ表２と
表３に示す．表出言語では，PECS 開始後，フェ
イズⅡ（11 日後）から単語，2 語文の表出がみ
られ，フェイズが進むにつれて，増加がみられ
た．また，絵カードを含む一部の言葉について
は発音の改善も観察された．興味深いことに，
開始当初（フェイズⅠ・Ⅱ）消極的だったコミュ
ニケーション行動が，フェイズが進むにつれ，
どんどん積極的になり，自発的な要求行動を起
こす回数の増加もみられるようになった．さら
に，自分の行動を予測して，前もって準備する，
複数の要求をまとめて 1 回で行うといったこと
も行うようになった．

４．考察 
　PECS 指導開始後に音声言語や非音声言語コ
ミュニケーション行動の増加や拡大がみられる
といった，コミュニケーション行動の変化は，
ASD 児を対象とした実践報告などでこれまで
も数多くされている（表４）．また，自閉症児
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を用いることは極めて有効であるといえる．
　PECS の指導では，先述のように CP は対象
者から絵カードを渡されるとそこに書かれた文
字を指で示しながら声に出して読み上げる音声
インプットを行う．文字を「見る」と同時に正
しい発音を「聴く」ことを意識させることが，
正しい発音で話そうとする行動を誘導し，構音
の改善につながったのではないかと考えられ
た．特に文字－音対応関係がある程度理解でき
ている場合は，日常で使う言葉に関しての言語
習得指導に PECS の手法は有効であることが
示唆された．
　表４に示すように PECS の指導対象となる年
齢は，本邦においては，就学前児童が多く，中
には中高生を対象にした報告も散見されるが，
成人例に用いた報告は極めて少ない．また，こ
の成人例での指導目的も，問題行動の減少を目
的として検討した内容が多く，本研究のように
コミュニケ－ションそのものに焦点を当てた報
告はほとんどない．
　そもそも，ダウン症候群のように構音障害と
知的障害を伴うが社会性に課題があまりない場
合のコミュニケーション支援については，マカ
トンなどのサイン言語 19）や絵カードの他，最
近ではアプリや音声ペン，タブレットといった
ICT 機器が教育現場で活用されている２）．対象
者も特別支援学校在籍中は絵カードを学校で使
用していたが，絵カードの使用が表出言語の発
達を妨げるとの誤った理解から，家庭では視覚
支援を行っていなかった．結果として，長年に
わたる視覚支援のない環境は A さんから，コ
ミュニケーションでの成功体験の機会を奪うこ
とになった．PECS 指導前後でのコミュニケー
ション行動の劇的な変化からも，意思疎通での
失敗体験が，A さんに自分の思いを相手に伝
える意欲を消失させ，自尊心にも影響を与えて
いたことが推測された．また，A さんの家族
のように家族が対象者との意思疎通を諦めてし
まっているような場合もある．そのような状況
下で，絵カードやアプリなどを準備し，本人
がコミュニケーション行動を何とか起こしたと
しても，それに応じる側が適切に対応できなけ

れることが予想できる．
　本研究の対象者は，PECS 指導開始前にすで
に言語理解に関しては，文字－音対応関係，２
－３モーラ音韻理解が可能で，身近なものであ
れば語彙や内容の理解もできていた．また，ルー
ティン的な内容であれば自分で見通しを持って
行動することもでき，ある程度周囲の状況の理
解も可能であった．名詞（好子）と動詞（くだ
さい）の 2 枚のカードを並べた二語文の視覚的
な提示はフェイズⅣで初めて行うが，対象者は
フェイズⅡの段階で指導場面外の要求場面で二
語文の表出が確認され，その後フェイズが進む
につれ，絵カードにない物（名詞）や内容（動
詞）を表出言語で要求する様子が観察されてい
る．これらのことからも，もともと対象者の言
語発達は二語段階で，表出言語以外の意図伝達
の意思などコミュニケーションに関する基本的
な能力がある程度備わっていたと考える．だか
らこそ，PECS 指導を始めた当初から，絵カー
ドやそこに書かれている文字といった伝える内
容に意識を向けることができ，早期から構音を
はじめ表出言語に様々な変化がみられたのでは
ないかと考察する．見方を変えると，これだけ
の潜在能力を持ちながら，今までその能力を発
揮する機会が何らかの理由でなかったともいえ
る．
　言語表出が重度に遅れたダウン症児に対する
言語習得指導については，齊藤によって音声模
倣だけでは発音の修正や語彙を増やすことが難
しく，文字や口形図といった視覚的な提示の有
効性が報告されている 19）．本研究の対象者で
は，文字の書いた絵カードを用いることで比較
的長い音節の言葉も含め構音の改善や語彙数の
増加が見られた．一方で，絵カードがない場合
は音節が多くなると発音が不明瞭で家人でも聞
き取れないことが観察されている．齊藤の報告
17）でも，似たような音の言葉での混乱がみられ，
文字を用いても 5 音節以上の語の修得の困難さ
を認めたとあり，今回の対象者の特徴と一致し
ている．これらのことから，構音障害のあるダ
ウン症児（者）への言語表出を伴うコミュニケー
ション場面では，その支援として視覚的な手法
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加や変化であることを，視覚支援を行う前に十
分に保護者に説明しておく必要がある．という
のも，学校や療育などで視覚支援を始めた後に
表出言語が増えた場合，保護者が A さんの家
族のように表出言語発達が伸びないことを懸念
して絵カードなどの視覚支援を積極的に家庭で
行うことを避けることが予想されるからであ
る．
　卒業後は，適切な助言や支援について情報を
得る機会が少なくなるため，本人も含め家族で
困り感を抱えて過ごしている場合も少なくな
い．教育現場では，保護者と連携し，卒業後の
生徒とその家族の円滑なコミュニケーションと
生活のための本人に適したコミュニケーショ
ン手段を，卒業までに獲得することを目標とし
て欲しい．そのためには，本来，持っている生
徒の言語能力や意思伝達能力といったコミュニ
ケーションに関する潜在能力や意欲に気づき，
早期から引き出せるように根気よく関わる必要
がある．生徒のコミュニケーションや認知，行
動面での特徴や実態について家族と学校側で情
報共有は必要であり，それぞれの支援方法や支
援の方向性について確認しながら模索し，時に
誤った知識や思い込みがある場合はお互いに修
正していく必要がある．また，学校だけでなく
家庭でも共通して行える，ICT 機器の活用を
含めたコミュニケーション支援を家族と連携し
て実践していくことが求められる．

５．今後の展望
　本研究の対象者については，今後，絵カード
を用いた語彙の増加，今後さらに急増してくる
と予想される自発的要求行動への適切な対応と
して「まって」の習得も必要になってくると考
える．さらに，他の視覚支援を用いたコミュニ
ケーションツールの活用なども積極的に取り入
れて行っていくことも検討している．

謝辞／付記
　今回の研究に協力いただいた A さんとその
ご家族に謝意を示します．

れば，その行動は失敗に終わりがちになり，継
続しにくいことが予想される．PECS では，あ
らかじめ指導開始の際にターゲットとする行動
と，動機づけになる物（好子）を設定すること
が求められる．また，CP は対象者の絵カード
を介した要求行動に対しすぐ（0.5 秒以内）に
応じなければいけない．なによりも，対象者の
要求行動が成功裏に終わることが必要であり，
その際に対象者の音声表出は必要としない６）．
そのため，CP として対応する側にとっても，
対象者の働きかける内容やタイミングがわかり
やすく応じやすいことや，働きかけに対し応じ
ようとする意識を持ちやすい．また，場所，時
間，対象，内容，方法が設定された枠組みがあ
ることで，対象者にとって，伝わる，すぐに応
じてもらえるという成功体験が積みやすいとい
う利点がある．
　本人に伝えたい思いがあるが諦めてしまって
いる，学校，施設や家庭などで対応する側の意
識も含め環境が整っていないケースでは，対象
者が成人であっても，まずは PECS からコミュ
ニケーション支援を始めることを提案したい．
その後本人も含め関係者のコミュニケーション
への姿勢や意欲も，環境が整った段階で，タブ
レットなど本人により適した AAC（拡大・代
替コミュニケーション）の導入を行えばよい．
　絵カードなどの視覚支援が言語発達に与える
影響について，A さんの家族のように誤解を
抱えている保護者は少なくない．そのような場
合，たとえ教育現場で有効な視覚支援を行って
いてもそれが家庭に反映されないことになる．
PECS の本来の目的は，自発的なコミュニケー
ション行動の支援であり発語は目的ではない．
しかし，PECS の指導により発語が促進される
可能性が高いという情報を保護者に伝えること
は，視覚支援に抵抗を感じている保護者の協力
を得やすくすることが考えられる．
　このような情報を積極的に保護者に対し提供
していくことは教育や療育現場での視覚支援な
どのコミュニケーション支援を家庭へ拡大させ
ていくためにも，重要である．特に，表出言語
については，視覚支援があってこその表出の増
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